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表４　実践２のアンケート結果
【肯定的な回答】　　ア　課題設定　・　イ　思考　・　ウ　メタ認知　・　エ　対話
Ｎダンスの授業をとおして，みんなで心を一つにすることやお客さんに喜んでもらえるということを知ったから（３
　名）…ア
Ｏけっこう激しかったけれど，楽しく踊れたから。笑顔で踊れて楽しかったから(５名)…ア
Ｐ踊りを考えるのが面白かったから（５名）…ウ　　Ｑ友達とやってかっこよくよい踊りができたから（２名）…エ
Ｒみんなの案を参考にしながら，グループ活動も楽しくやることができたから（４名）…エ
Ｓだんだんと話合いがうまくいくようになり，はじめはダンスが嫌いだったけれど好きになったから…エ
【否定的な意見】　Ｔ疲れたから…ア
138
　　　ウ　「メタ認知」について
　実践１では，一つも踊りを考えられずに「ダンスが嫌い」と答えた児童を含めた100％の児童が，イメージマップを
使って思いや考えた踊りを書き出し，「心カード」や「動きカード」に書き表すことができた。実践１よりも，どの児
童も「動きカード」をたくさん書いていた。「イメージマップを使うことで，踊りのイメージは広がりましたか」とい
うアンケートに，82％が「広がった」と回答した。「イメージがすごく広がって，発表会ではイメージ以上の発表がで
きた」「紙に書くと自分が思っていることが表現できた」という意見から，イメージマップを使用したことで，思いや
イメージが広がり，新たな踊りへと結び付けやすかったのだと考えられる。また，記述Ｐのように，自分の思いを踊り
で表現する楽しさを実感できる児童が増えた。一方，イメージマップを書くことができたが「広がらない」と答えた児
童は，「たくさん考えられなかった」と述べており，友達と比べて「動きカード」を書くことができなかったことが原
因であるようだ。
　　　エ　「対話」について
　どのグループも，「心カード」「動きカード」「構成シート②」を用いて，
活発な対話が行われていた。実践１と同様に，「構成シート②」に直接踊り
を書き入れているグループも多く，グループワークによって踊りが練られ，
対話が充実していたと考えられる（写真５）。記述Ｑ～Ｓより，グループ
ワークでより良い踊りが考えられることを知り，対話の良さに気付いたこと
が分かった。「構成シート②は役立ちましたか」というアンケートでは，「使
いやすかった」と回答した児童が93％で，「表現したいことを確認しながら
つくれた」「カードを見ながら『これいいね』と意見をたくさん出せた」「頭
の中で考えると難しいけれど，カードを使って並び替えると分かりやすい」
という意見があり，カードやシートの効果があったといえる。また，踊りの質を高めるための観点を示したことで，
「自分たちが頑張ることを書く『欄』があって良かった」という意見もあった。
　実践２では，タブレットでの動画撮影を全部のグループで行うことができた。「タブレットで動きを確認することで，
より良いダンスはつくれましたか」というアンケートでは，「つくれた」という回答が93％だった。「自分やみんなの表
現を見て，踊りを修正できて良かった」「アドバイスがしやすかった」という意見が多くあり，タブレットの使用に
よって踊りを客観的に確認し合え，対話がさらに充実してより質の高い踊りになったことが分かった。
５　成果と課題
　グループ対話の充実を目指した本実践の各プロセスの手立てにおいて，効果が得られたことを述べる。
　本実践では，自主学習で踊りを考える児童がいるほど，学習意欲が増した。このことから，児童の学習意欲が増し，
その意欲が継続するように「学習の可視化」「思考の可視化」を図ったことで，対話の充実につながったものと考えら
れる。
　一方，体育の授業では，運動量の確保も重要である。「②思考」⇒「③メタ認知」⇒「④対話」を意識するあまりに
運動量が減ることがないように，運動量の確保に努めながら表現運動の授業を行っていきたい。
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写真５　構成シート②
⑴課題設定…目的意識をもって表現運動に取り組めるように，児童の実態に合わせてゴールと表現するテーマを設定する
こと。その際，発表する時期を早めに設定し，学習意欲が継続するようにすること。
⑵思考…イメージを膨らませるために，映像や写真を提示すること。
⑶メタ認知…自分の考えをもったり整理したりするために，カードやイメージマップに書いて思考を視覚化させること。
⑷対話…考えをまとめたり整理したりするためのワークシートを活用すること。踊りの質を高めたり，さらなる対話の充
実を図ったりするために，タブレットで動画撮影をして客観的に踊りを見合うこと。
